令和８年度　夏休み子供体験教室ボランティア活動細目

１　目的
　当館主催の夏休み子供体験教室を円滑に進めるに当たり、埼玉県立文書館子供体験教室ボランティア活動要項に基づいて、夏休み子供体験教室ボランティア実施細目を定めて活動する。

２　準備内容
	
	内容
	担当
	完了期日

	１
	募集広報（ホームページ）　　　※別案参照　　　　　　
	普及事業担当
	６月　２日

	２
	登録用電子申請サービス　　　　※別案参照
	普及事業担当
	６月　２日

	３
	ボランティア名簿の作成、日程調整
	普及事業担当
	６月２６日

	４
	ボランティア保険の加入
	総務・広報担当
	７月２１日

	５
	各登録者の参加日の連絡
	普及事業担当
	７月　３日

	６
	ボランティア事前説明会準備（資料作成、物品準備）
	普及事業担当
	７月１６日

	７
	ボランティア事前説明会実施
	普及事業担当
	７月１７日

	８
	ボランティア用控室確保（１Fボランティア控室予定）
	普及事業担当
	７月２２日



３　ボランティア名簿の作成と日程調整
　・募集終了後（６月１９日以降）、応募者の希望と講座の申込状況を整理し、ボランティアの人数調整を行う。
　・整理した結果、希望の講座に参加できない申込者が出た場合にはその申込者に連絡をとり、調整を行う。
　・調整後、講座ごとのボランティア名簿を作成する。
　・申込者にメールまたは電話で、登録決定及び参加日を連絡する。

４　子供体験教室ボランティアの登録
（１）申込期間　令和８年６月１日（月）９：００～６月１９日（金）２３：５９
　　　　　　　　郵送は１９日必着
（２）対象　　　１５歳以上（中学生不可）の方
　　　　　　　　７月１７日（金）の事前説明会に参加できる方
（３）登録方法
　ア　電子申請サービス
　　・参加希望者１名につき１通ずつ申し込む。
　　・参加希望者の氏名、ふりがな、郵便番号、住所、電話番号（自宅又は携帯）、活動希望日を入力する。
　　・電子申請サービスの入力内容をもとに、子供体験教室ボランティア登録申込書（様式１）を作成し、説明会当日に参加者と確認する。
　イ　登録申込書の郵送
　　・文書館ホームページから様式１をダウンロードし、記入したものを郵送してもらう。
　　・電話番号の記載がないものは応募無効とする（連絡がとれないため）。
（４）過去に登録したことがある方への対応
　・例年、前年度登録者に募集案内を行っている。令和７年度のボランティア登録者に募集案内を送付する。
　・連絡は、ボランティア募集開始に先立ち、５月下旬に行う。
　・次年度ボランティアを募集する際は、今年度登録した方に募集案内を送付する。

５　当日の動き
（１）日　程　令和８年７月２２日（水）午前、２３日（木）午前、２４日（金）午前・午後
（２）時　間　午前の部　　８：３０　控室集合　　８：４５から講座室にて打合せ
　　　　　　　　　　　　　９：００　受付開始　　座席誘導
　　　　　　　　　　　　　９：３０～１１：３０　講座　製作補助
　　　　　　　　　　　　１１：３０～１２：００　片付け、次の講座の準備
　　　　　　　　　　　　１２：００　解散

午後の部　１２：３０　控室集合　１３：４５から講座室にて打合せ
　　　　　※午前から続けての方は１２：４５講座室直接集合
　　　　　　　　　　　　１３：００　受付開始　　座席誘導
　　　　　　　　　　　　１３：３０～１５：３０　講座　製作補助
　　　　　　　　　　　　１５：３０～１６：００　片付け
　　　　　　　　　　　　１６：００　解散

６　事前説明会
（１）日　時　令和８年７月１７日（金）９:３０～１０:３０　巻物づくり・はんこづくり
　　　　　　  　１１:００～１２:００　和本づくり
（２）対象者　子供体験教室ボランティア申込者
（３）会　場　文書館３階講座室
（４）内　容　
・子供体験教室で実施する「巻物」「和本」「はんこ」の製作体験を通じて、子供体験教室に必要な製作のポイントや基礎的な知識や技能を知り、子供への適切な支援や補助の仕方等を習得する。
　・当日の分担の確認
　・当日の控室の確認
（５）分　担　進行・概要説明・実技指導（岩田）、実技指導補助（２人）
（６）材料一覧（いずれもボランティア参加者分準備）
	
	材料・道具
	備考

	和本
	〇材料
・コピー用紙４枚
・題せん
・こより３本
・千代紙２枚
・金れい紙
〇道具
・のり、目打ち台、目打ち、木槌、はさみ、型紙とダブルクリップ、カッターマット
	
・細川紙の代わりに使用

	巻物
	〇材料
・千代紙（金れい紙を貼ったもの）
・コピー用紙５枚
・リボン
・題せん
・竹ひご
・丸棒

〇道具
・カッター、カッターマット、のり、ボンド、はさみ
	

・和紙の代わりに使用



・現在使用していないものを
　使用

	はんこ
	〇材料
・ゴム板
・木材

・トレーシングペーパー１枚
・印影用紙
〇道具
・ボンド、軍手、ちょうこくとう、はさみ、カッターマット、朱肉、スタンプ台、
	
・通常より小さいものを使用
・現在使用していないものを
　使用

・和紙の代わりに使用



７　夏休み子供体験教室当日の控室
　・１階ボランティア控室を使用する。ボランティアが１０名を超えるときは、３階資料調査室
　　を使用する。
　・控室は、荷物置き、一日参加の方の昼食場所として使用する。
　・鍵の開閉は職員が行い、活動時間中は施錠する。水分補給は、直接会場に持ち込むように伝
　　える。
